
指標の説明 H19目標 H19実績単位 達成率%成果指標名事務事業名

状況変
わらず

198

平成18年度

将来目標
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状況変
わらず

まちづくり
の目標

2)施策の具体的な内容及び実施方法

①
総
合
計
画

※「H20実施計画事業費
合計」は、当該計画に
主要な事業と位置づけ
られた事務事業につい
て、各施策、各中柱で
それぞれ合計した事業
費です。

千円

現在の進捗状況

予定
以上

予定
以上

69.9

平成17年度

地域住民が安全・安心に生活するうえで自治会・町内会を中心にボラン
ティアやＮＰＯ等市民活動団体が横断的に協力して地域の課題に取組む
「地域コミュニティネットワーク」の取組みが必要となる。

課題の
解決

課題の
解決

「地域コミュニティネットワーク」が円滑に機能するよう支援する行政側
の体制作りが必要となり、出張所・公民館等の組織の見直しについても検
討していく必要がある。

課題の
解決

世帯 94,923 95,433

ヶ所

悪化
傾向

悪化
傾向

順調に
推移

悪化
傾向

163 163

予定
以上

2)平成20年度における目標設定
845 742

悪化
傾向

予定
以上

悪化
傾向

平成21年3月
基本方針を基に自治連合会をはじ市民活動団体等と協議を
進め、「推進プラン」を策定する。

状況変
わらず

状況変
わらず

順調に
推移

予定
以上

目標値

自治会・町内会への加入率

自治会・町内会への加入世帯数

％ 69.2

要望者数 要望率

36.6

達成率

⑤平成19年度中に取り組んだ改革・改善点や、新たに実施した事業等、特徴的な取り組み

年度

実績値

達成率

目標値
コミュニティ推進課、福祉総務課,子ども支援課、高齢者支援課、環境総務課、商工労政課、生涯学習センター,危
機管理課、政策企画課外

実績値

地域コミュニティネット
ワークの活動を支援する
行政体制の整備度合いを
示す指標

（仮称）まちづくり
センターの設置率

千円

千円

人口動態（自然動態）の増減

単位

304

5)施策に対する市民ニーズ

6)施策に係る基礎数値

人

実
施
計
画
事
業
費
合
計

1 新たな地域コミュニティの構築

地域コミュニティ 千円

139,034 千円

43,449 千円

千円

2 地域コミュニティ活動の支援

実績値

69.8

順調に
推移

H20

69.8

H21

時期（いつまで）

課題の
解決

状況変
わらず

H18

15

78.2 77.8

目標値

実績値

H19 H22基準値

69.8
年度

69.8 69.8 69.8

69.8

指標名 説明 単位

新たな地域コミュニ
ティネットワークの
設置率

行政区ごと自治会・町内
会を中心に地域の諸団体
等が横断的に地域課題の
解決に取り組むネット
ワークの組織率

％

％

【5年後の目標】よ
りよい地域社会づく
りに協力しようとす
る市民の割合

地域の担い手である市民
の地域コミュニティへの
協力度合いを示す指標

％

1

％ 112.0% 111.5%達成率

実績値の
拡大を目指す1
縮小を目指す2

0.0 0.0実績値

目標値 18.0

実績値の
拡大を目指す1
縮小を目指す2

1

18.0

0.0 0.0

年度

実績値

課題の
解決

順調に
推移

評価日 平成20年8月5日 記入者職氏名 　　　市民経済部　次長　関　久夫

3)今後の方向性（事務事業の重点化・効率化、実施手段の見直し、他施策との連携、市民との協働　など）

新たな地域コミュニティの構築に関する基本方針では、その範囲を行政の支援体制の観点から当面11の行政単位とし、それぞれ
の活動をつなぐ新たな仕組み「地域コミュニティネットワーク」の形成を目指します。その手法としてモデル地区においての実
践を踏まえて、段階的に市内全域に拡大をしていく。また、このネットワークを支援するため、従来の公民館・出張所機能を
ベースにコミュニティ推進機能を加えた地域拠点施設「(仮称）まちづくりセンター」の設置による行政体制の整備を進めてい
く。

人 391

人 884

集会所設置数

182,483

施策に関係
する所属

項目名

○3-1地域福祉　○3-2児童福祉　○3-3高齢者福祉　○4-1生涯学習　○4-2学校教育　○1-1環境との共生　○8-1市民との協働

3)分野別計画、指針

4)関連・類似施策

1)基本方針及び施策の目的

H
20

平成 20 年度施策評価表

1

章 人々がふれあう温かいまち（コミュニティ活動の推進）7

節

将来目標
年度

22

目標値

年度

22

目標値

18.0

年度

22

目標値

18.0

％

％

％

目標値

実績値 実績値

達成率

年度

年度

352

95,785

160

今期目標項目（何を） 達成水準（どこまで）

「推進プラン」の策定

68.6

人口動態（社会動態）の増減

③
優
先
的
に
取
り
組
む
事
業

1)平成19年度評価により明らかとなった課題、及び新たに認識された課題

○新たな地域コミュニティ・ネットワークを構築し、地域情報や地域課題の共有化につとめる。
○地域のことは地域で決める仕組みづくりに取り組み、地域の主体的なまちづくりを進める。

○新たな地域コミュニティの構築　新たな地域コミュニティの構築に向け、自治会・町内会を中心に、さまざまな地域団体等が
協力して地域の課題に横断的に取り組む仕組みづくりや支援体制を整備する。
○地域コミュニティ活動の支援　自治会・町内会活動を支援するとともに、地域情報の収集と情報の共有化や活用を進める。

○地域福祉計画　○次世代育成行動支援計画　○高齢者保健福祉計画　○環境基本計画　○第3次生涯学習推進計画

平成19年度

※「優先的に取り組む事業」とは、第４次所沢市総合計画・実施計画において、特に優先的に資源配分を行うとしたAランク事
業のことです。H19年度でのAランク事業は、全体として67事業です。なお、この欄には、これらAランク事業の中で、「①総合
計画－中柱」に位置づけられたものが記入されます。

④
５
年
後
の
目
標
／
成
果
指
標

実績値の
拡大を目指す1
縮小を目指す2

1

実績値の
拡大を目指す1
縮小を目指す2

順調に
推移

％
1

位
6

②
施
策
の
概
要

総合計画・横断的な主要課題「新たな地域コミュニティの構築」の取組みで、７名の市職員による幹事会を８回開催して「基本方針
（案）」を策定し、平成20年2月開催の政策会議に発議すると共に、庁内意見徴取を行った。

831 43 5

『平成19年度所沢市市民意識調査』（20歳以上の男女、無作為抽出
による2000人を対象とし、平成19年11月に実施。831人より回収。）
における、全43施策についての市民要望の確認（複数回答可）の結
果です。

位

全施策中順位 分野中順位

施策
(大柱)

中柱


